鎌倉市自治基本条例策定市民会議第３２回策定委員会　会議の概要
	日　　時　　　　　　　平成２０年５月１４日（水）　午前１０時～午後１２時３０分

	場　　所　　　　　　　市役所　７０１会議室

	出席者：柳下、郡司、小泉、平倉、小田切、児島、渡辺、松本、橋爪、宅見、三嶋、山村
（推進委員会：幸道）

欠席者：鈴木、木戸、太田、松山
議事進行担当：議長　小泉

事務局：渡邊　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（敬称略）

	会議の概要
１　各グループからの報告

策定部会グループ討議

· １グループ：制度設計について議論。もう一度討議開催予定（５月１６日）。
· ２グループ：新制度の立上げに係るルールについて検討
· ３グループ：住民投票年齢要件について異論があったものの概ね原案通りで了解。少数意見の取扱いについての議論あり
· ４グループ：４月２８日に策定委員会と話し合い。５月１５日グループ討議を予定
· ５グループ：審議会のあり方について提言することを検討している。もう一度討議開催予定
· ６グループ：４月３０日全体会での動議、制度設計について討議。

２．制度設計についてのまとめ
　○地区協議会

· １グループでは地域の意向を行政に反映させるためには、法に裏付けられた地域協議会とすべきではないかとの意見があった

· 地域協議会は市長が任命する。住民自治のイメージではない
· 既存の組織を市が公式な組織として認知する形が望ましい
· 町内会とＮＰＯの連携が大切であり、町内会など既存組織を否定するような考え方はよくない

　○市民委員会

· 名称は市民会議とすべき、審議会との差別化を図るうえでもメンバーは公募のみにすべき

· これまでの総合計画策定においても、審議会はできる限りの意見聴取をしている。審議会との衝突、屋上屋は避けるべきである

· 形骸化した審議会は市民委員会に置き換えられるべき

· 「行政が市民委員会に何を望むか」、これが重要
· 問題を発見しやすく、提案しやすい仕組みに寄与するものであるべき

　○住民投票

· 発議の１/１０はハードルが高すぎるのではないか

· 地域の課題ではなく、市全体の課題を対象とするものであり１/１０は妥当

· 集まった署名の数で判断すべきであり、地域的か否かは関係ないのではないか

· 市として対応できないことを対象としても無意味だが、それ以外の要件で排除すべきではない

· 年齢要件については、１８歳とすることが時代の趨勢と考える
· 投票権を定住外国人に与えるか否かの議論があった

　○推進会議

· グループ内で概ね了解を得られたが、メンバーに議会を入れることには異論があった

· 代表は市長ではなく、市民とすべき

· 未来永劫に必要な組織ではない

· ＰＩ、啓発に活動の力点を置くべき

３　２０日の進め方について
· ６グループからの資料が届いておらず、協議ができない。２０日に何を話し合うのかわからない

· ６グループとしては、策定部会全体討議の議題としたい
４　これからの進め方

· ５月２９日は予定通り全体会を開催する。２０日の討議の内容によっては、グループ討議のみとなる可能性もある
· 行政（策定支援会議）との話し合い、議会との話し合いも設定したい

５　その他（市民活動の日フェスティバルについて）

· 当日の要員を確保したい。協力をお願いする

· 公開討論会は全文をテーマとする
· 神奈川大学の岡村氏に出席交渉中、山田議員の出席は了解済み

· 展示パネルの修正意見は明日までに小田切氏へ

	特記事項
・なし



